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from Motion 法の導入を計画している。 
I) Structure from Motion 法を用いた運動解析法の開発 
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 染色体端部の大規模ヘテロクロマチンの有無や規模に関して、霊長類の近縁の種の間で大きく状況が異なること
がある。顕著な例は、チンパンジーにあってヒトにない StSat とよばれる反復配列、フクロテナガザルにあってシ
ロテテナガザルにない端部アルファサテライトＤＮＡである。この２種類の実態の解明を、数年来行っている。今
年度は、ヨザルにあってマーモセットにない大規模ヘテロクロマチンを新たに研究対象に加え、形成過程に関する
知見を得た。 
 ヨザルに、単独でアクロセントリック染色体の短碗を構成する大規模ヘテロクロマチンがあることは、以前から
知られていた。このへテロクロマチンのＤＮＡ成分をクローンとして得て塩基配列を調べ、185 bp の単位が連な
る縦列反復配列であることを示した。OwlRep と名付けた。さらにこれをプローブとする染色体へのハイブリダイ
ゼーションを行い、ほとんどのアクロセントリック染色体の短碗に加えて、少数のメタセントリック染色体のセン
トロメア領域にも存在することがわかった。OwlRep のこの分布様式から、形成過程は２つの段階から成ると推測
した。１つめは染色体から染色体への OwlRep の移動であり、染色体間のセントロメア領域の遺伝情報授受を通
じてなされる。次は染色体端部での増幅であり、テロメア領域でヘテロクロマチンが増幅する機構に取り込まれる
ことで進行する。この２つの段階を仮定することで、現在の OwlRep の分布は容易に説明できる。以上の結果を
論文にまとめた。年度末の時点で、改訂版の審査が進行中である。 
